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表計算ソフ トの グラフ機能か ら作成した動くOHP を用 い た授 業 の実践
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〈概要 〉オル タネー タの 三相交流 をダイオー ドを用い て整流する学習は、起電力波形の グ ラ

フ と整流後の 波形で説明 して い る 。 整流の 理解を促すため単相の 半波整流 、 全波整流 を説明

する とほ とん どの 学生は理解で きるの で あるが 、 三相の 全波整流 は回路図 も複雑で 波形 も単
相波形の よ うな単純な もの で ない 。 そ こで 、整流前後の 波形 を動 くOHP にす る こ とで 多 く
の 学生 にその 電圧波形 を理解 して もらえた 。
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1　 はじめ に

　 自動車の 発電用電源 として 、 オル タネー

タは一
般的 に使 用 され て お り、結線方法は

ス タ
ー
結線で 、 そ の 起電力 は三相交流で あ

る 。 出力は直流が必要 なた め 、 ダ イオ
ー

ド

を多数用 い て 整流 してい る。 整流 を理 解 さ

せ る ため に単相全波整流 を先 に説明す るが 、

複雑な内容の 三 相全波整 流は 理解で きない

学生 が 多い
。

　そこ で 、本研 究は表計算 ソ フ トの グラ フ

機能 か ら三相の 起電力波形 と整流後の 波形

をグ ラ フ表示 し、 整流後の 電圧波形 もグ ラ

フ化 し 、 OHP シー トに 印刷 す る と共 にア

ク リル板 を加工 し動 くOHP に した 。 授業

で は こ の 動 くOHP で 整流前 と整流後で 電

圧が どの よ うに 変化す るか を直接学生 の 目

で 確認 で きる よ うに した 。 そ して、そ の 効
果 の 分析 を行 っ た の で 報告す る 。

皿 教材開発の工 夫

　充電装 置の 単元で は オル タネー タの 起電

力は各相の 正弦波を重ね合わせ て い る。 そ

れ を表計算 ソ フ トを使 っ て 、 グラ フ 化 した 。

整流後 の 関係 を動 くOHP にす る こ とに よ

り理解 の しやす さを期待で きる 。 そ こ で 波

形 を OHP シ
ー トに作成す る と と もに ア ク

リル で作成 した もの を分割 して 棒状 に し、

それ を上 下 に動かすこ とで 2種類の グラフ

を同時に表示 で きる よ うに した 。

　動 くOHP を作成する に当た り、 正 弦波
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Fig．1 起電力波形
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Fig．2 整流後の 波形

の 分割 をどの 程度 にすれば よ い かは 、 見や

す さと、動 か しや す さか らその 寸法 を決定
した 。 また起電力部分を色分 けす る事で 整
流前後の 波形の 変化 を直接 目に見える 形 に

した 。 起電力の グ ラ フ は中性点 を中心 に外

向 きを （＋）起電力 、 内向きを （一）起電

力 と説明 し、そ れ ぞ れの 起電力を有効な も

の と して 色分 け して い る 。 そ して それ ぞ れ

の 和が整流後の 起電力で ある こ とを証明す

る ため 、 回路上の ス テ
ー

タ ・コ イル に よる

起電力 を足 して い る こ と 、 そ して それは直

列に な っ て い るこ とを説明す るため 不要 な

部分を削除 した 回路をOHP に して 示 した 。
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Fig．3 動くOHP シ
ー

ト

皿 授業実践の 結果と考察

　学生 の 理解 をア ン ケ ー トに して 分析 した 。

まず 、 学生 に は教科書 と同 じ図 を板書 し、

そ れぞれの グ ラ フ の 意味 を説明 、 1 回目の

ア ンケ
ー

トを と っ た 。 項目は基礎 、 回路図 、

波形 に分類 され る 。 多 くの 学生 は基礎的 な

項 目は あ る程度理 解で きたが 、回路 図、波

形はほ とん どの 学生 は理解で きて い な い
。

そこ で
、

2 回目の 説明で は OHP を多用 し 、

特 に 波形は動 くOHP を使 っ て 説明 した 。

起電力部分 は色分け して あるの で 、 単なる

曲線 とい う認識をす るの で は な く、起電力

として 有効部分で ある とい う理 解をして も

らえた 。 そ して 、 それを動かす こ とに よ っ

て整流後の 波形 とな り、波形 の 変化 を直接

目にす る こ とがで きた 。

　 2 回の ア ンケ ー
ト結果 を集計 した 。 理 解

度 は横軸に 質問項 目、縦軸に理解 した と答

えた学生の 人数の 割合 をと っ た。 基礎 、 回

路 図 、 波形 と もに理解度は増 して い る 。 次

に 向上 率を とっ て み る と特 に波形の 中の動

くOHP の 効果が Fig．5 の   か ら分かる 。

基礎項目は比較的理解 しやすい 内容なの で

2 回の 説明で多 くの 学生 に理解 されて い る 。

しか し、 回路図及び波形は理解する こ とが

難 し く理解度は まだ低い 状況に ある。

　　 アンケート内容
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　 Fig．4 理解度
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Fig．5 向上 率

N 今後の課題

　今後は回路図 と現物の 関係及 び オ シロ ス

コ
ープに よる実物波形 とあわせ て説明する

こ とに よ り回路図及び波形の 理解度は向上

する と予想する 。

＜参考文献＞

1） 二 級ガ ソ リ ン 自動車エ ン ジン編

　　　　　　　　 運輸省 自動車交通局監修

　　　　　　 日本 自動車整備振興会連合会

2 ） 電装 品構造　　　　　全国 自動車整備

　　　　　　 専門学校協会監修 （山海堂）

一103一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


